開経偈　唱和

　アメリカの大統領選挙が近づいてまいりましたが、今度は政府の背景にある勢力がブッシュ政権でもケリー政権でもどっちでもやれるという考え方を持っているのではないかと思います。ですからどうしてもブッシュ政権でなければならんというふうな態度がないようでありまして、またアフガニスタンとイラクの問題が解決するまでは武力による処理が必要でありましたが、両方の国の処理ができて、あとイランという国はわりあい柔軟性のある政策をとりますから、もう武力で是が非でも破壊しなければならない勢力というものがないという見方をしているのではないかというふうなことを感じております。

　ですから、ブッシュ政権ができても、ケリー政権ができても、今後も世界のテロリズムを一つ一つ潰していくという政策は恐らく続くのではなかろうかと、こういう見方をしております。

　それではまたこの本のほうに入ってまいりますと、きょうは四五ページの「古仏いはく」というところからになるかと思います。そこで四五ページのところを読んでいきますと、

　「古仏いはく、相継得成仏、転次而授記」、永遠の真実を得た仏という意味で「古仏」といわれておりますが、ここでは釈尊を意味しているというふうに理解することができます。「相継ギテ成仏ヲ得」、次々に真実を得た人になることができて、「転次シテ授記ス」、次から次へとそういう成仏するということが行なわれて、それに対して次々に仏になったという保証が与えられていくと、こういう記述が『妙法蓮華経』の中にあるわけでありますが、その文章を引用された後で、

　「いはくの成仏は、かならず相継するなり、相継する少許を成仏するなり」、ここで仏になるというふうにいわれているけれども、この仏になるということは、「かならず相継するなり」、これは次々に時間をつないで継続していくのであると、こういう意味であります。

　「相継する少許を成仏するなり」、そうしてずうっと長く続いていく仏の状況の中で、ほんのわずかの瞬間の状況というものを仏になったというふうな表現で呼ぶのである。

　「これを授記の転次するなり」、おまえは仏だというふうな保証が瞬間瞬間にずうっと続いていく。「転次は転得転なり」、次々に時間が経過していく。その次々の時間において真実を得た状態が続いてくという状況であり、「転次は次得次なり」、そのような継続というものは次から次へと仏の状態が続いていくということを意味する。

　「たとへば造次なり」、そうして別の言葉でいうならば、現在の瞬間である。「造次」という言葉は瞬間を意味しております。そこで、「たとへば造次なり」というのは、仏としての保証というものも次々に続いていくのであるけれども、それは現在の瞬間ごとに保証がずうっと行なわれていくということを意味する。

　「造次は施為なり」、そうして、そういう現在の瞬間というものは行ないそのものでもある。「施為」というのは行為を実行するという意味でありまして、行為そのものを意味しております。ですから「造次は施為なり」というのは、現在の瞬間というものと行ないというものとは一つのものだと、こういう考え方であります。

　これも仏教哲学の非常に重要な基準でありまして、たとえば『中論』の中では現在の瞬間と行ないというものとが別のものでないという主張がありますが、この道元禅師の思想の中でも、「造次は施為なり」というのは、瞬間というものは行ないそのものである。つまりわれわれの人生を考えてみても、現在の瞬間において生きている、現在の瞬間で何かをしている、それがわれわれの人生そのものだと、そういう考え方であります。

　「その施為は局量の造身にあらず、局量の造境にあらず、度量の造作にあらず、造心にあらざるなり」、そのような行ないというものはたかだか二メートル以内の体の問題ではない。「局量」というのは大きさが限られているという意味で、そうして「造心」というのは物質を基礎にした体という意味でありまして、「その施為は局量の造身にあらず」というのは、行ないというものは単に自分の小さな体だけの問題ではない。「局量の造境にあらず」、それは限界を持った環境でもない。だから、東京都内であるとか、日本の国であるとか、そういう狭い範囲での出来事ではない、環境ではない。「度量の造作にあらず」、またそれは頭で考えたわれわれの行ないではない。「度量」というのは頭で問題を考えるという意味であります。したがって「度量の造作にあらず」というのは、頭で考えた動作ではない。「造心にあらざるなり」、それは人間が頭の中で考えた心でもない。

　「まさに造境不造境、ともに転次の道理に一任して究弁すべし」、そこで、環境の問題であるとか、環境の問題ではないというふうな考え方についても、「ともに転次の道理に一任して究弁すべし」、「転次」というのは瞬間でありますから、すべてが現在の瞬間瞬間における出来事だと、そういう原則を基準にして問題を考えてみるべきである。

　「造作不造作、ともに転次の道理に一任して究弁すべし」、そこで、われわれの人生というものは、何かをやっているという状態でもあるけれども、それと同時に何かをやっているという内容だけではなしに、それ以外の内容というものも含まれている。そういう意味で「造作不造作」、行ないでもあり、行ないでない部分も含まれているわれわれの行ないというものは、「ともに転次の道理に一任して究弁すべし」、瞬間瞬間に移り変わっていくものだと、そういう原則によって究明していくべきである。

　「いま諸仏諸祖の現成するは、施為に転次せらるるなり、五仏六祖の西来する施為に転次せらるるなり」、そこで、現に真実を得たたくさんの方々、あるいはたくさんの伝統的な師匠と呼ばれる人々が具体的にこの世の中に現れるということは、「施為に転次せらるるなり」、行ないというものが瞬間瞬間に行なわれているということと同じ事実である。

　これはどういうことを意味するかというと、われわれは人生というものを考えた場合に、長い時間の流れがあって、「オギャー」と生まれた。子供のときがあった。それから学校に入って勉強して次々に上の学校に上がっていった。そういう時間系列を人生というふうに考えるわけでありますが、仏教では、いま子供として生きている、いま学校の生徒として生きているという、現在の瞬間というものが人生だ。

　だからわれわれの現状でいえば、井田両国堂坐禅道場の二階の一室で『正法眼蔵』の講義をし、『正法眼蔵』の講義を聞いているという瞬間がわれわれの人生だと、そういう主張をしておられるわけであります。

　そのことが、「いま諸仏諸祖の現成するは、施為に転次せらるるなり」、つまり真実を得た人がこの世の中にいるということも現在の瞬間において行ないが実行されているという事実と別のものではない。「五仏六祖の西来する施為に転次せらるるなり」、そこで、五人の仏、あるいは中国における六人の祖師方、そういう仏なり祖師が西のほうのインドから到来されたという行ないも現在の瞬間瞬間の連続である。「転次せらるるなり」というのは、けっして長い時間系列の中の出来事ではなしに、現在の瞬間が次々に移り変わっているという事情と重なっている。

　「いはんや運水般柴は、転次しきたるなり」、したがって、日常生活の中で、飲み水の水を運ぶとか、あるいは燃料の柴を運ぶというふうなことも現在の瞬間における出来事である。

　「即心是仏の現生する転次なり」、そこで、現在の瞬間の心というものがまさに真実だというふうな事実が具体的にこの世の中に現れるのも、現在の瞬間においてである。

　「即心是仏の滅度する、一滅度二滅度をめづらしくするにあらず、如許多の滅度を滅度すべし、如許多の成道を成道すべし、如許多の相好を相好すべし」、そこで、「即心是仏の滅度する」、現在の瞬間における心というものは仏だと、そういう状況も次々に移り変わっていく。その「一滅度二滅度をめづらしくするにあらず」、われわれの人生のすべてが現在の瞬間において現れては消え、現れては消えしていくというふうなことが、特別の、普通のことではないというふうに考える必要はない。「如許多の滅度を滅度すべし」、われわれの人生を考えてみれば、無数といってもいいぐらいの多数の瞬間が次々に移り変わってわれわれの人生が形成されている。そのことを「如許多の滅度を滅度すべし」。

　「如許多の成道を成道すべし」、そのようにわれわれの人生が瞬間瞬間のものであるから、真実を得たという状態も無数の瞬間瞬間において具体化しているのである。「如許多の相好を相好すべし」、そこで、瞬間瞬間に表情を好ましくするというふうなことについても、無数の好ましい表情を瞬間瞬間に具体化しているということになる。

　「これすなはち相継得成仏なり」、このことが継続して仏としての状況を得ていくのであるという『妙法蓮華経』の表現の意味であり、「相継得滅度等なり」、その点では、瞬間瞬間にわれわれが生滅していくということ自体が次々に続いているということでもある。「相継得授記なり」、したがってわれわれは人生の瞬間瞬間において仏であるという保証を与えられているのであり、「相継得転次なり」、したがって継続的に現在の瞬間を経過していくのである。

　「転次は本来にあらず、ただ七通八達なり」、そうして、そのように次々に移り変わっていく瞬間というものは、本来固定的に存在するという性格のものではなしに、「ただ七通八達なり」、そのような瞬間というものはどこにでもあり得るのである。

　「いま仏面祖面の面面に相見し、面面に相逢するは、相継なり」、その点では、仏の姿を見、あるいは祖師の姿を見る、そのような姿に出会っていくということも、「面面に相逢するは、相継なり」、たくさんの方々、たくさんの仏、たくさんの祖師に出会うということも現在の瞬間における出来事である。

　「仏授記・祖授記の転次する廻避のところ、間隙あらず」、そこで、仏としての保証を与えられる、あるいは伝統的な師匠としての保証を与えられるということも瞬間瞬間の出来事であり、それを逃げることはできない。それが「廻避のところ、間隙あらず」。それから、そういう事実を避けようとしても、避けるだけの時間の余裕がない。

　したがって、そういう形で、われわれの人生というものは、仏の状態も瞬間瞬間の出来事ではあるけれども、それが継続していくのであると、こういう思想が述べられているわけであります。

　この思想は、今日われわれが持っている思想からしますと、非常に不思議な思想のように受け取られるわけでありますが、よく考えてみますと、われわれの人生はまさにこのとおりで、時間というものが現在の瞬間であって、その現在の瞬間を次々に生きていくということがわれわれの人生であって、それ以外に人生はない。

　われわれは普通はそう考えない。子供のときもあった、中学生のときもあった、高等学校の生徒のときもあったというふうな、一人の人間の人生が継続的に続いているというふうに感ずるわけでありますが、われわれの人生は何かといえば、いま井田両国堂の二階の部屋で『正法眼蔵』を講義している、聞いている、それがわれわれの人生だと、そういうふうなことが実情であって、仏教ではそういう考え方をしたということになります。

　なぜそういう考え方をしたかといいますと、それが事実だから。普通常識ではなかなかそういう考え方に到達するという例がないわけでありますが、釈尊はそういう事実を二千数百年前にすでに経験されたから、その経験を基礎にして仏教哲学が出来上がったと、こういうふうな事情を考えることができるわけであります。

　そこでさらに次の個所に進んでいきますと、四七ページのところで、

　「古仏いはく、我今従仏聞授記荘厳事、及転次受決　、身心徧歓喜」、これも『妙法蓮華経』からの引用でありますが、「古仏いはく」、したがってここのところも釈尊でありますが、釈尊が「我今仏ニ従ツテ授記荘厳ノ事、及ビ転次ニ受決センコトヲ聞キテ」、自分自身が真実を得た方から、「授記荘厳ノ事」、仏であるという保証を与えられる非常に厳かな事実があることを聞き、また、「転次ニ受決センコトヲ」、与えられた瞬間瞬間にその仏であるという事実を受け継いでいくということを聞いて、「身心徧ク歓喜ス」、体も心も非常に喜びに満ちあふれた。

　「いふところは、授記荘厳事、かならず我今従仏聞なり」、そのように仏であるという保証を与えられる非常に厳かな事態というものは、例外なしに、「我今仏従聞ク」ということが事実である。つまり真実を得た人からそのことを聞く。ただ、その真実を得た人というのが、単に人間の人格だけでなしに、宇宙全体から聞くというふうな意味も含まれているわけであります。

　「我今従仏聞の、及転次受決するといふは、身心徧歓喜なり」、ところが道元禅師はさらに、いま自分は真実を得た人からおまえは仏であるという保証を得た。そうしてそのような保証が単に一瞬間だけでなしに、次々に瞬間瞬間にそれをわれわれが受け取っているということは、「身心徧ク歓喜なり」、体と心のすべてが喜びに満ちあふれていることを意味する。

　だから仏道修行者というものは明るくなければならんという問題があります。仏道というのは陰惨な宗教で、青い顔をして、難しい顔をして人生を楽しむだけの余裕のないことが仏道修行だなんていう考え方がありますが、釈尊の教えはけっしてそうではない。人間が真実を得たときには、自然に明るくなる、一切のものが喜びに満たされる、それが仏道修行の実情だということを述べておられるわけでありまして、ここのところの「身心徧ク歓喜ス」というのはそういう意味であります。

　ですからわれわれが古い仏教経典を文字どおりに読んでいきますと、いま仏教で考えられているような考え方と別の仏教が出て来る。で、経典に書かれている仏教のほうは本当の仏教でありますから、後世に生まれた解釈を中心にして仏教経典を曲げて読むよりも、原文そのものを読んで、原文はどういうことをいっているのかということを素直に受け取ることのほうが非常に大切だという問題があるわけであります。

　そういう点では、『正法眼蔵』を読んだり、『中論』を読んだりしておりますと、仏教に関する学問の実情というものがいかにさまざまの解釈に満たされて、本当の意味が埋もれてしまっているという事情があるというふうなことに気がつくわけであります。

　ですから、「身心徧ク歓喜ス」というふうなことが仏道修行のおける通常の状態だというふうなことをわれわれは頭に置く必要があるという問題があります。

　「及転次は我今なるべし、過現当の自佗にかかはるべからず」、そうして、「及転次」という表現があるけれども、その現在の瞬間瞬間にということは、自分がいまということである。自分が現在の瞬間においてと、こういうことである。

　だからわれわれの人生はあくまでも現在の瞬間というものを基準にして移り変わっていくということが事実でありまして、「過現当の自佗にかかはるべからず」、人間が時間というものを頭の中で考えて、過去・現在・未来の中における自分であり、自分以外の環境だというふうに考えるべきではない。

　「従仏聞なるべし、従他聞にあらず、迷悟にあらず、衆生にあらず、艸木国土にあらず、従仏聞なる授記荘厳事なり、及転次受決なり」、そこで、仏から聞くということである。つまり宇宙の真実が伝わってくるということである。「他従（より）聞クにあらず」、仏以外のほかの人から聞こえてくるということではない。「迷悟にあらず」、迷いとか悟りというふうな現実を離れた架空の世界の物語ではない。「衆生にあらず」、その点では、一般の人々、真実を得た仏というふうな人間を区別した立場での衆生というふうな状況ではない。「艸木国土にあらず」、草や木、あるいは国家の土地というふうな客観的なものだけではない。「仏従聞なる授記荘厳事なり」、それは真実から聞こえてくる響きである。「及転次受決なり」、したがって、われわれは現在の瞬間瞬間においてそれを受け取り、それを確信するのである。

　「転次の道理、しばらくも一隅にとどまりぬることなし、身心徧歓喜しもてゆくなり」、その点では、われわれの人生が瞬間瞬間に移り変わっていくという原則は、「しばらくも一隅にとどまりぬることなし」、一個所に停滞して、あるいは一瞬間に停滞して動かないというふうなことはけっしてない。絶えず動いている。これは時計の秒針がコツコツ、コツコツと動いているのと同じことであって、われわれの人生自身が時計の秒針のように移り変わっていっているというのが実情であります。「身心徧歓喜しもてゆくなり」、したがって体も心も瞬間瞬間に喜びに満たされて移り変わっていくのである。

　「歓喜なる及転次受決、かならず身と同参して徧参し、心と同参して徧参す」、そのように喜びに満たされた現在の瞬間において仏だという保証を受けるということは、例外なしにわれわれの肉体と一緒に経験することである。そうしてまた心と一緒に経験して現在の瞬間を経過していくものである。

　「さらにまた、身はかならず心に徧ず、心はかならず身に徧ずるゆゑに、身心徧といふ」、そうして仏道の立場からすると、体と心とはまったく一つのものだから、体というものは例外なしに心全体に広がっている。そうしてまた心は例外なしに体全体に広がっている。「身心徧といふ」、そこで『妙法蓮華経』の中でも体も心もすべてという表現が使われている。

　「すなはちこれ徧界・徧方・徧心なり」、そこで、この『妙法蓮華経』の言葉のいっていることの意味は、宇宙全体を指している、方角全体を指している、体全体を指しており、心全体を指している。

　「これすなはち特地一条の歓喜なり」、これが特別の境地の中で一瞬間に味わうところの喜びである。

　「その歓喜、あらはに寐寤を歓喜せしめ、迷悟を歓喜せしむるに、おのおのと親切なりといへども、おのおのと不染汗なり」、この喜びというものは、非常にはっきりとわれわれが眠っているときにも喜びとして与えられ、われわれが迷っているときも、われわれが悟っているときも喜びとして与えられる。そこで、「おのおのと親切なりといへども」、われわれときわめて緊密な形で喜びというものがあるけれども、「おのおのと不染汗なり」、それが自分と別のものとして分かれた形にはなっていない。自分自身が歓喜そのものとなった状態を意味する。

　「かるがゆゑに転次而受決なる、授記荘厳事なり」、このような形で、われわれに与えられた現在の瞬間瞬間において、おまえは仏であるという保証を受けながら日常生活を続けていくことが、「授記荘厳事なり」、仏から仏だという保証を与えられる非常に厳かな事実であると、こういう表現が使われております。

　その次にいきますと、五〇ページのところで、これもまた『妙法蓮華経』の中の記述でありますが、

　「釈迦牟尼仏、因薬王菩薩、告八万大士、薬王、汝見是大衆中、無量諸天・龍王・夜叉・乾闥婆・阿修羅・迦楼羅・緊那羅・摩睺羅伽・人与非人、及比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷、求声聞者、求辟支仏者、求仏道者。如是等類、咸於仏前、聞妙法蓮華経一偈一句、乃至一念随喜者、我皆与授記、当得阿耨多羅三藐三菩提」、そうして『妙法蓮華経』の中でも次のように説かれている。「釈迦牟尼仏、薬王菩薩ニ因テ」、釈尊が薬王菩薩を拠りどころとして、「八万ノ大士ニ告グ」、八万という多数の人々の集まった説法の場所で次のように述べられた。「薬王ヨ、汝是ノ大衆ノ中ノ、無量ノ諸天・龍王・夜叉・乾闥婆・阿修羅・迦楼羅・緊那羅・摩睺羅伽・人ト非人与、及ビ比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷ノ、声聞ヲ求ル者、辟支仏ヲ求ル者、仏道ヲ求ル者ヲ見ル」、たくさんの聴衆の中にたくさんの神々もいる、龍王もいる、それから夜叉というふうな架空の動物もいる。「迦楼羅・緊那羅・摩睺羅伽」というふうなものは、すべて当時想像されていた存在でありまして、仏教経典にはこの「無量ノ諸天・龍王・夜叉・乾闥婆・阿修羅・迦楼羅・緊那羅・摩睺羅伽・人ト非人与」というふうな表現が出て来るわけであります。

　ここのところまでは架空の存在でありますが、「比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷」、「比丘」というのは男子の僧侶。「比丘尼」というのは女子の僧侶。「優婆塞」というのは在家の男子、「優婆夷」というのは在家の女子。しかもそれが声聞乗の場合も、辟支仏、つまり縁覚乗の場合も、そうして仏乗の場合もという意味で、「声聞ヲ求ル者、辟支仏ヲ求ル者、仏道ヲ求ル者ヲ見ル」、いまそういうたくさんの仏道を求めている人々を見た。「是ノ如キ等類、咸仏前ニ於テ、妙法蓮華経ノ一偈一句ヲ聞キテ」、こういう人々が仮に釈尊の前で『妙法蓮華経』の一つの詩、あるいは一つの言葉というものを聞いて、「乃至一念モ随喜スル者ニハ」、「一念」の「念」はここでは瞬間という意味でありまして、仮に一瞬間でも心から喜びを感ずる者は、「我皆授記ヲ与エ」、そういう人々にはすべて仏であるという保証を与え、「当ニ阿耨多羅三藐三菩提ヲ得ベシ」、最高にして均衡のとれた正しい真実というものを得るであろうと、こういう表現が『妙法蓮華経』の『法師品』という巻にあるわけであります。

　そこでこの引用をさらに道元禅師が五一ページのところで説明されまして、

　「しかあればすなはち、いまの無量なる衆会、あるひは天王・龍王・四部・八部、所求所解ことなりといへども、たれか妙法にあらざらん」、このような記述が『妙法蓮華経』の中にあるところから、「いまの無量なる衆会」、現に存在している無数の人々のたくさん集まった仏道修行の場所において、「あるひは天王・龍王・四部・八部、所求所解ことなりといへども」、天王・龍王・四部・八部というのは、前の引用の中に述べられている仏道修行をしている人々でありますが、「所求所解ことなりといへども」、求めるところが違う、理解するところが違う。しかし、「たれか妙法にあらざらん」、すべてが微妙な宇宙そのものである、宇宙の原則そのものである。「妙法」の「法」という字は現代語に直せば宇宙という意味でありまして、われわれの住んでいる宇宙全体が真実であるという主張が仏教の主張であります。そこで、ここに述べられたたくさんの仏道を求めている人々もすべて宇宙全体と同じような真実であると、そのことを「たれか妙法にあらざらん」。

　だからこの室内におられる方もすべて仏だというふうに断言していい。たいていの人は「いやちょっと勘弁してください。もうちょっと遊んでいたいから、仏にしてもらわないで結構です」という気持ちのほうが強い。仏教を勉強するけれども、仏になりたいという気持ちはわりあい少ない。「仏教というのはどういうものであろうというふうに勉強したいということは面白いけれども、自分自身が仏になるのはちょっと窮屈だから勘弁してください」という人のほうが多いということはあるように思います。

　それは、人間が坐禅を好んでするという場合が意外に少ない。「好きではないけど、我慢してやります」という人のほうが今日ではまだ多いのではないかという見方をしておりますが、坐禅そのものが仏になることであり、非常に楽しいことで、人間の最高の状態だというふうな問題があるわけであります。

　そこで、「一句一偈をきかしめん、いかならん、なんぢが乃至一念も、佗法を随喜せしめん」、そこで、一つの言葉、一つの詩を聞かせることによって、いったいどういうことになるだろうか。「なんぢが乃至一念も」、おまえ自身のほんのわずかの瞬間というものも、「佗法を随喜せしめん」、外界の環境というものを心から喜ばせるであろう。

　「如是等類といふは、これ法華類なり」、そこで、「是ノ如キノ等類」という言葉が引用の『妙法蓮華経』の中に使われているけれども、その言葉の意味は、花のようにすばらしい宇宙の中の存在という意味だ。「法華類」の「法華」というのは、「法」というのは宇宙でありまして、「華」というのは花であります。だから「法華」というのは花のようにすばらしい宇宙ということで、そういう花のようにすばらしい宇宙の中の生存である、存在であると、それが「法華類」という言葉の意味であります。だからおよそ人間も宇宙の中の花であるというふうな主張が仏教の主張にはあるわけであります。

　「咸於仏前といふは、咸於仏中なり」、だから、「すべてが仏の前で」という表現があるけれども、それはすべての人が自分自身が仏になって、仏の中でと、こういう意味である。

　「人与非人の、万像に錯認するありとも、百艸に下種せるありとも、如是等類なるべし」、そこで、人間の場合もあるであろう、人間以外の存在の場合もあるであろう。「万像に錯認するありとも」、さまざまの宇宙の存在として誤解されて認められているような場合もあるかもしれないけれども、「百艸に下種せるありとも」、この世の中のさまざまのものの中に含まれている存在である場合もあろうけれども、「是ノ如クノ等類なるべし」、この『妙法蓮華経』の中で述べられたこのような類いの人々という意味だ、類いの存在だ。

　「このような」という「如是」という字が現実を意味するわけでありますから、現実の中に存在しているまぎれもない真実だと、こういう意味が含まれているわけであります。

　したがって、仏教哲学を古い文献を文字どおりに読んでいきますと、仏教思想というのは実在論であり、徹底した楽観論。われわれはすばらしい世界の中に生きていると、そのことを自覚して人生を楽しみ、また人生を一所懸命に生きるべきだというふうな教えが仏教の思想内容だということになるわけであります。

　「如是等類は、我皆与授記なり」、そこで、そういうふうな現実の中に生きている人々に対して、釈尊がそういうすべての人に対して仏としての保証を与えるといわれた。

　「我皆与授記の頭正尾正なる、すなはち当得阿耨多羅三藐三菩提なり」、「頭正尾正」というのは最初から最後までという意味でありまして、そこで、釈尊が自分がすべてに仏としての保証を与えるというふうな最初から最後まで、「すなはち当ニ阿耨多羅三藐三菩提得ベシなり」、すべての人々が最高の均衡のとれた真実を得るであろうということを意味する。

　こういう形で、仏教哲学の基本がきわめて徹底した楽観論である、肯定的な理論であるということが『妙法蓮華経』の中には少なくともはっきりと説かれているわけであります。

　こういう思想が本来の仏教思想でありまして、したがって明治維新以前にはこういう哲学が仏教哲学として通用していた。ところが、明治維新になりまして、日本の国が欧米の文化を勉強しようという心がけを持ったときに、いちおう古い日本の文化は完全に棚上げして、大学を建てて欧米の文化を専ら勉強するという努力が行なわれたわけであります。

　このことは日本の国にとって非常に貴重であった。そのことがなければ日清戦争には勝てなかった、日露戦争には勝てなかった。変なことをいうけれども、これは歴史的事実だからしようがない。

　そういう形で日本の国にとって欧米の文化を勉強したということは実に貴重なこと。それがなければ日本の今日はないということがいえると同時に、仏教思想に関連しては、明治維新以前に日本の社会に満ちあふれていた事実上の仏教思想は排除された。そうして欧米の考え方で小学校、中学校、高等学校、大学というふうな教育が行なわれて、日本の文化内容が完全に欧米の文化に変わったという事実があります。

　これは日本の成長のためには不可欠だったから、特に批判する必要はないけれども、そういう時代の中で欧米の文化を勉強し、また第二次大戦以降、さらに日本自身の国民の意志としての欧米文化の勉強の仕方が五、六十年続いているわけでありますが、その欧米の文化を完全に吸収した後で恐らくもう一度日本の文化を勉強するという時代が日本国民に来ると思う。そのときに本当の仏教がどういう思想かということも日本国民は勉強するだろうと、こういう期待が持てるわけでありまして、そういう意味で、ここに書かれているような記述というものは、本来の仏教思想でありますが、今日のところでは必ずしも仏教学が仏教思想として認めていない内容についての記述が続いているわけであります。

　明治維新以降、欧米の文化を勉強した一つの過程として、宗教というものを欧米の立場で理解するようになった。そうすると宗教というものは、この現実の世界をそのまま認める考え方ではなしに、精神的な存在を現実の物質の世界よりも高い存在として受け取るというふうな原則があったところから、そういう観点から説かれた仏教思想というものが日本の仏教の主流になって、「日蓮宗であるとか、真言宗であるとか、華厳宗であるとか、あるいは曹洞宗であるとかいうふうな仏教宗派は現実を説いている。現実を大事にするような宗教なんていうのは宗教でも何でもない。あれは民族の卑俗な思想であるから、本当の仏教思想ではない」という理解の仕方が進んで、浄土真宗とか、あるいは臨済宗が非常に有力な宗教として日本の国で活躍した時代があったということがいえるわけであります。

　その次の個所に入って行きますと、五二ページのところで、

　「釈迦牟尼仏告薬王、又如来滅度之後、若有人聞妙法華経、乃至一偈一句、一念随喜　者、我亦与授阿耨多羅三藐三菩提記」、そこで釈尊が薬王菩薩に告げていわれるには、「又如来ノ滅度之後ニ」、自分自身が死んだ後で、「若シ人有リテ妙法華経ノ、乃至一偈一句ヲ聞キテ」、仮に『妙法蓮華経』の中の一つの詩、あるいは一つの言葉を聞いて、「一念モ随喜センニハ」、ここの「一念」は一瞬間という意味であります。一瞬間でも心から喜ぶという事態があるならば、「我亦授阿耨多羅三藐三菩提ノ記ヲ与エ授クト」、自分はその人に対して最高で均衡のとれた真実というものの保証を与えるであろう。

　それに対してさらに解説をされまして、五三ページでは、

　「いまいふ如来滅度之後は、いづれの時節到来なるべきぞ、四十九年なるか、八十年中なるか」、いまここで如来滅度之後といわれているけれども、それはどの瞬間が到来したことを意味するのであろうか。釈尊の人生の中の四十九年間を指すのであろうか、真実を得てからの四十九年間を指すのであろうか、あるいは釈尊の生涯である八十年を意味するのであろうか。

　「しばらく八十年中なるべし」、とりあえず道元禅師の意見としては、単に真実を得た後だけではなしに、誕生されてから亡くなるまでの八十年間を意味するのであろう。

　「若有人聞妙法華経、乃至一偈一句、一念随喜といふは、有智の所聞なるか、無智の所聞なるか、あやまりてきくか、あやまらずしてきくか」、そこで、「若人有リテ妙法華経、乃至一偈一句ヲ聞キ、一念随喜といふは」、ほんの一瞬間でも心から喜ぶということは、「有智の所聞なるか、無智の所聞なるか」、智恵というもの、直観的な判断力を持った上で聞いた内容なのか、持たない状況の中で聞いた内容なのか、「あやまりてきくか、あやまらずしてきくか」、間違いに聞いたのか、あるいは間違いなく聞いたのか。

　「為佗道せば、若有人所聞なるべし」、そこで、そのことについてほかの人のために自分の意見を述べるならば、「若シ人有リテ聞ク所なるべし」、具体的な人間が、現実の人間が聞いた内容ということであろう。

　「さらに有智・無智等の諸類なりとすることなかれ」、そこで、直観的な立場で聞いたとか、直観的な立場でない立場で聞いたとかいうふうな、さまざまの頭によって考えた内容とするべきではない。

　「いふべし、聞法華は、たとひ甚深無量なるいく諸仏智慧なりとも、きくにはかならず一句なり、きくにはかならず一偈なり、きくにはかならず一念随喜なり」、そうして、『妙法蓮華経』の説法を聞く場合には、あるいは花のようにすばらしい宇宙の声を聞く場合には、「たとひ甚深無量なるいく諸仏智慧なりとも」、それが非常に大きな無限の真実を得た方々の智慧であったとしても、聞く場合にはたった一つの言葉である。つまり経典が非常に長くても、その一つ一つの言葉を聞いていくということが経典の聞き方でありますから、経典全体を聞くということではなしに、そのうちの一部の言葉を聞くということが事実である。「きくにはかならず一偈なり」、そういう点では、具体的に聞くのは一つの詩というふうな限定的な範囲のものであり、「きくにはかならず一念随喜なり」、そういう経典の一部を聞いた場合には、心から喜ぶということも瞬間の出来事である。「一念随喜なり」というのは、心から喜ぶことが一瞬間の出来事であると、こういう意味であります。

　「このとき我亦与授阿耨多羅三藐三菩提記なるべし」、そういう場合には釈尊が最高の均衡のとれた真実を与えるという保証をするのであろう。

　「亦与授記あり、皆与授記あり」、そうしてその点では、仏だという保証を与える場合もあれば、一切の人々に対して仏であるという保証を与える場合もある。

　「蹉過の張三に一任せしむることなかれ、審細の功夫に同参すべし」、その点では、事実がわからずに、ぼんやりとそのそばを通り過ぎてしまう、「張三」というのは張家の三男坊でありますが、そういうごく普通の人々に任せておくわけにはいかない。それが「蹉過の張三に一任せしむることなかれ」、現実の事態に気がつかずに、そばを通り過ぎてしまう、ごく普通の人々に任せておくわけにはいかない。「審細の功夫に同参すべし」、細かく勉強し、努力することによって、同じようにそれを体験するべきである。

　「句偈随喜を若有人聞なるべし」、その点では、一つの言葉を心から喜び、一つの詩を心から喜ぶということが、「若シ人有リテ聞ク」という言葉の意味である。

　「皮肉骨髄を頭上安頭するにいとまあらず」、その点では、皮・肉・骨・髄というふうなものと無関係ではない。皮は皮、骨は骨、骨髄は骨髄というふうに、人間の体自身も宗教的な現実の事実の中で一所懸命その役割を果たしている。それが「皮肉骨髄を頭上安頭するにいとまあらず」。皮・肉・骨・髄というふうなことも、仏道の真実が肉体的なものとも完全に関係しているということを主張しているわけであります。

　心と物とを分ける文化の世界では、宗教的な問題を体の問題と別に考えるという態度がありますが、仏教では物と心とが一つだという思想の中で哲学体系が形成されておりますから、皮・肉・骨・髄というふうなものも仏道修行の中で立派にその位置を占めている。

　「見授阿耨多羅三藐三菩提記は、我願既満なり、如許皮袋なるべし、衆望亦足なり、如許若有人聞ならん」、そこで、「阿耨多羅三藐三菩提ノ記ヲ授ケラルルは」、釈尊から最高の均衡のとれた真実の保証を与えられるということは、「我願ワクハ既ニ満ツルなり」、その状況ではもうすでに自分の希望が満たされているという状態であり、「如許ノ皮袋なるべし」、それは皮とか袋とかいうものと無関係なものではない。無数の皮、無数の人間としてのあり方というものと関係している。「衆望亦足なり」、その点では、人々が大いに望むところである。それが達成されたということである。「如許若シ人ニ有ルヲ聞クならん」、その点では、われわれ自身が人間であるということが多数の例として聞かれるということを意味する。

　「拈松枝の授記あり、拈優曇華の授記あり、拈瞬目の授記あり、拈破顔の授記あり」、真実を得たという保証を与える場合にも、さまざまのものを象徴的に使ってそのことを示す例がある。したがって、松の枝を使った場合もあれば、優曇華の花を使った場合もある、まばたきを使った場合もあるし、それに対してにっこりと笑ったというふうな態度で、仏であるという事実の保証が行なわれているのである。

　「靸鞋を転授せし蹤跡あり」、中国においてはわらじを真実の象徴として弟子に伝えたという例もある。

　「そこばくの是法非思量分別之所能解なるべし」、そこで、このような教えというものは頭で考えた内容と違うと、こういう主張であります。

　これが今日仏教を理解する場合に非常に難しいところでありまして、欧米では頭で考えれば一切のものがわかるはずだという確信がありますから、頭で考えた思想内容のほかに真実があるというふうなことは考えられない。ところが仏教では、思想というものについては限界があって、思想だけに頼っていたのでは本当の仏教はよくわからないと、こういう主張がありますから、そのことを「是ノ法ハ思量分別之能ク解スル所ニ非ズなるべし」、「思量分別」というのは頭で考えて物事を区別する働きでありますが、そういう分析的な頭の中で考えた思想ではわからないということが仏教の特徴だ。

　なぜ思想でわからないということをいうのか、そういうことをいうならば仏教というものは一生わからないではないかということに関連して、釈尊が説かれたのは、仏教は思想ではなしに体のあり方である、だから坐禅のような修行が不可欠だと、こういう主張をされたということになります。

　「我身是也の授記あり、汝身是也の授記あり」、その点では、自分の体がこれでいいんだというふうな保証もあれば、おまえの体はそのままでいいんだというふうな保証もある。

　「この道理、よく過去・現在・未来を授記するなり」、このような基本原則というものが、過去についても、現在についても、未来についても、仏であるという保証として行なわれた。

　「授記中の過去・現在・未来なるがゆゑに、自授記に現成し、佗授記に現成するなり」、その点では過去も現在も未来も、真実であるという保証を与えられた状況の中における過去・現在・未来であるから、「自授記に現成し、佗授記に現成するなり」、自分自身が「これでいいんだ」という自信を持つこともあれば、ほかの人から「それでいいんだ」という保証を与えられて自信を持つというふうな場合もある。

　こういう形で、「授記」というものについて道元禅師が道元禅師独特の立場から解説をしておられるということになります。
　道元禅師という方は非常に合理的に問題を考える立場でありましたし、仏教思想そのものが非常に合理的な思想でありますから、不合理な表現について恐らく道元禅師は納得されるという性格を持っておられなかった。だから「観音」の巻あたりでも、何か観世音菩薩という仏がいて、人間が困ったときに助けに来てくれるという物語が納得できなかったので、それをどういう形で理解するかということについて、人間の本能的な働きだというふうな解説をされた。

　だからそういう意味で、「授記」というものに関連しても、われわれの日常生活の中に実際にあるような事実を基礎にして「授」というものを説いておられるということになるわけであります。

　きょうはいつもの時間より少し遅くなりましたが、ここで話のほうをとめまして、またご質問を受けるということにしたいと思います。何かありましたらどうぞ。

　問　　五一ページの三行目の終わりのほうに「人与非人の、万像に錯認するありとも」という文章があるんですけれども、そこで先生は「万像に錯認するありとも」ということを「さまざまな宇宙の存在として誤解されている場合もあるが」とおっしゃったんですが、それはもう少し詳しくいうとどういうことなんでしょうか。

　答　　その点ではね、この世の中そのものが真実だという基本を否定しているわけではなしに、机は机、畳は畳というふうに認められてはいるけれどもと、そういう意味に理解していいと思います。

　問　　そうすると、その「錯認」というのが、誤って認められているというんじゃなくて、違う意味がありますか。

　答　　だからその点では、仏そのものではあるんだけれども、人はそれを木と見たり、草と見たり、山と見たり、土と見たりしているけれどもと。

　だから「人非人」というもの、人間とか人間でないものがいろいろな草や木や、そういうものとして認められているけれどもと。

　問　　そうすると、「百艸に下種せるありとも」ということと、「万像に錯認するありとも」ということは同じことなんですか。

　答　　同じ内容を「万像」と呼んでみたり、「百艸」と呼んでみたりしていると。

　問　　同じことをそういうふうに表現を違えていっているということですか。

　答　　そういうことです。だから何が主体かというならば、「如是等類」なんです。「如是」というのは現実なんです。さまざまの現実という意味に道元禅師は恐らく理解しておられたと思う。

　問　　ああ、そうですか。

　それで、この「錯」という字なんですけど、ほかにもいろいろ前のほうに出て来て、なんかすごく引っかかる字なんですね。それで、『諸橋辞典』とか、もう一回ちょっと見てみようと思って見ると、錯覚とか、錯認という、誤ったというんじゃなくて、代わりばんこみたいな、次々にというような意味が一番最初の意味に出て来るんですね。そうすると、こういうところで「錯」というのを当てはめると、それのほうがいいのかなと……。

　答　　うん、そういう意味ですよ。ここでもそうですよ。

　問　　それでいいですか。

　答　　うん。だから本来は「如是等類」なんだけれども、草と見たり、木と見たり、人間と見たり、人間以外のものとして見るということです。

　問　　そうすると、前に「有時」の巻で「錯有時」とか、「錯錯有時」ということが結論みたいな言葉で出て来るんですが、それも代わりばんこに複雑に現れて来る現実というふうにとらえてよろしいですか。

　答　　だからそういう点では、完全に間違いとか、完全に正しいとかいう理性的な立場じゃなくて、とりあえずこう見る、ああ見るというというふうな形で「錯」という字が理解されているというふうに見ていいと思います。

　問　　そうすると、正しいか間違っているかという、そういう意味じゃなくて……。

　答　　そういう意味よりも、むしろ人間は机を机と見ているけれども、それも宇宙の一部だから真実だ。宇宙の真実を机と認めているというふうな意味で「錯」という字を使っていいと思います。

　問　　そうすると、さまざまな認め方があるみたいなことも含まれているというふうに考えていいわけですか。

　答　　そうそう、そういうことになります。

　問　　はい、わかりました。ありがとうございました。

　問　　四五ページの五行目の中ほどに「転次の道理」という言葉がありますね。これで、時間系列というふうに人生を考えるのではなくて、この現在の瞬間というか、いまのこの時点がずうっと変わり変わりして、それが自分が生きていることだと、そういうお話でございましたね。

　答　　はい。

　問　　そのことで私がいまちょっと思い出しましたのは、学生時代に、その道の権威というか、いわゆる偉い先生がおられたんですが、女性ですけどね、退職された後、しばらくしてお弟子さんが家を訪ねて行かれたわけですが、ご自分の十代、二十代の頃をずっとお話されるらしいんですね。しかも懐かしいような雰囲気でお話をされるんですよ。

　そのお弟子さんがいうには、その弟子というのは本八幡に住んでいる人なんだけれども、「いつも前向きで、けっして後ろを振り返ることはなさらなかったあの先生でも、年を取られるとこういうふうになるのかと、感無量でした」ということを私は聞いたことがあります。

　それは老化現象という言い方はしたくないんですけれども、やはり年を取ると昔のことが懐かしくなって、そんなことばっかりしゃべっている人というのはたくさんいらっしゃいますよね。それはけっして非難することではないんだけれども、それはやはり仏教、道元禅師の立場からすると、たいぶ違うということになるわけですか。　

　答　　というよりも、人間の事実なんだね。それでね、体が老化していくと、幼児の体験に戻っていくんじゃないかと思う。そういう面があると思う。つまり、肉体のうちの要らないものはどんどん消滅していくから、そこで何が残るかというと、小さいときの記憶が残るというようなことがあると思う。

　私はもうすでにそういう年齢に来ている。だから子供のときのことととか、子供のときに歌った童謡とか、わけもなく思い出しますよ、日常生活の中で。で、その思い出すこともわりあい年齢の低いときの思い出にだんだん還っていくという事実がどうもあるように思う。それはもういいとか悪いとかいうことよりも、人間の事実だと思う。

　問　　ああ、事実ですね。はい。

　それからもう一つ、四七ページの一行目に「身心徧歓喜」とございますね。非常にいいことを教えてもらっているわけですが、たとえばきのうでしたかおとといでしたか、埼玉県で若い人たちが五人か六人で集団自殺というのを遂げたわけですけれども、まさにここで書いてあることと正反対なんですね。やっぱり若い人がああいうふうな考えを持ってああいうことをやるというのは、私たち年長者からすれば非常にショックで、衝撃的なんですよね。なぜああいうふうなことをやるんだろうかと。やっぱり生き方というものがわからなくなってしまっているんでしょうか。

　答　　その点ではね、頭で考えてあれをやるんじゃないと思う。自律神経がどうなっているかと関係している。そして交感神経が高まると、どんどん、どんどん批判的になっていく。自分に対しても批判的だし、世間に対しても批判的で、結局どうするかというと、自分自身を殺すんです。

　だからあれは思想が原因ではない。人間の体の状態がああいう事実に遭遇するわけです。だから自律神経のバランスがいかに大切かということになるわけです。

　今日、人間社会で自律神経のバランスが大切だという思想はまずない。だからたいていの人はもう自律神経がバランスしていると思っていて、病気の状態になってから自律神経失調症という病名をつけるけれども、自律神経がちょっとでもずれているということは、人間の状態からずれて神様に近くなっているか動物に近くなっているかなんです。だから「人間は人間でなければならん」というのが釈尊の教え。だから「仏になる」ということは人間の義務です。

　問　　この『法華経』の教えというのは、自分とか、宇宙を肯定する教えだというふうに大ざっぱにいっていいと思いますし、坐禅をしていれば体にそのことが染み込んでくると。

　数週間前、兵庫県の浜坂の安泰寺のことがラジオで放送されまして、私も前にちょっとご質問したんですけど、やはり新聞でもこの前特集報道で記者さんが行って写真を撮ったりインタビューをしていたんですね。

　ところが、そこに出て来る文章で、「この世の中は苦しみの世の中だから、サラリーマンとか会社員が仏教の教えを読むと、いまの自分の心にピッタリくるから、それで仏教に惹かれるというふうな文章が出て来るわけですよ。住職さんがそんなことをいうとは思わないから、恐らく記者がそういうふうに先入観で書いたんじゃないかなあと思いますけどね。だからそれはまったく誤解に基づくんですけど。

　ただ、「この世の中が苦しみの世の中だ」といわれたほうがすっきりするという人も恐らくだいぶたくさんいるんじゃないかなと思いますが、それは先生からご覧になってどのように……。

　答　　そういう点でね、そういう社会現象はあるけど、一番大事なことは、仏道が何かをはっきりさせることなんです。それをはっきりさせないと二十一世紀では仏教は役に立たない。理論的に仏教の思想はこういう思想だということがはっきりしたときに、初めて仏教思想が役に立つんであって、二十一世紀の今日では、理論的にはっきりしないものを人々が受け入れて、それを信仰するということはあり得ない。

　だから私が『正法眼蔵』に頼り、『中論』に頼って、仏教はこういう思想だ、こういう思想だという思想の面を説くということ、坐禅の修行をやると同時に思想面での究極の理論を説こうとしているのは、そのためなんです。そのことがはっきりわかってこないと、日本でも仏教は理解できないし、世界でも仏教は理解できないと思います。だから仏教を理解させるためには、理論的に明確なものをつくり上げなきゃならんという事情があると思います。

　問　　はい、わかりました。

　問　　四五ページの三行目、「造次は施為なり」ということで、瞬間は行ないそのものであるという先生のご説明だったんですが、行ないそのものというのは、行ないのない瞬間というのもあると思うんですが……。ただ何もしないでジーッとしている。

　答　　いや、それは事実としてない。頭にはあるけれども。

　問　　頭にはあるけれども、実際は……。

　答　　事実としてはない。
　問　　その辺はどういうふうに理解したらいいのかと……。

　答　　だからその点ではね、欧米の文化では頭で問題を全部理解するという立場だったから、そういうふうな考え方はなかったんです。だから人生というものはこういうものだ、ああいうものだという説明があったわけだけれども、仏教では実践的な哲学だから、人生が何かということを考えてみると、頭の中で考えた内容が人生じゃない、あるいは感覚的な刺激を受け入れていることが人生でもないと。人生とは何かといえば、行動することなんだ、生きることなんだというのが仏教哲学であって、そういう哲学は世界の哲学思想の中でも仏教にしかないんです。だけども、その哲学思想はどうも本当らしいということが少しずつ世界全般にわかり始めているというのがいまの現状です。

　だからその仏教思想というものを繰り返し繰り返し説明して、なるほどそのとおりだという思想が広まってくれば、世の中がちょっとよくなるという可能性を持っていると思います。

　問　　といいますと、その行ないということ自体は、個人的、たとえば私が何もしなくてもほかの人が何かをしていると、そういう解釈ですか。

　答　　というよりも、自分自身が動いていなければ、生きていなければ、自分の人生の存在はないということです。

　問　　生きていること自体が、それが行ないだというふうに見ることもできると……。

　答　　そうそう。だからもうこの世の中はつまらないと思って歎き悲しんでいるときには、行ないがないから、人生そのものがないんだというふうに見ていいです。

　問　　はい、わかりました。

　それでは、時間がきたようですから、普回向を唱えて終わりにしたいと思います。

普回向　唱和







PAGE  
2

